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2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

6月定例会は
28人が傍聴に
来られました
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新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

　宇美太鼓では、小
学生から参加できま
すが、4年生以下は
親子で参加していた
だいています。
　西園心稀君のお母
さんは「子育てはあっ
という間に過ぎてしま
います。親子で共通の
趣味を持ち共に楽し
い時間を過ごすことで
家庭での会話も増え
ています」と話していま
した。

◆対　象　小学生以上の方
◆日　時　毎週日曜日　10時00分～13時00分
◆場　所　井野小学校体育館
◆月会費　大人1500円　子ども1000円

　　　　まずは体験にお越しください！！
宇美太鼓  代表　鬼塚  龍也　　　

　藤川彰雄さんは宇美
太鼓の中心メンバーで、
平成16年から活動に
参加し、10月で70歳を
迎えます。
　「宇美太鼓は、幅広い
年齢層で構成され、お互
いに高めあいながらやっ
ていけるのが最高です」
と藤川さん。子どもたちの
指導にも熱が入ります。

　宇美太鼓には、宇
美商業高校の太鼓部
のOB・OGが続 と々入
会しています。
　お兄さんお姉さんが、
リーダーとなり後輩た
ちを引っ張っています。
　優しく教えてくれる
お兄さんお姉さんは、
子どもたちの憧れの存
在です。



風速25ｍの暴風体験水消火器を使った消火体験

大規模災害での電源喪失に備えて大型発電機を9台準備危機管理課職員による防災備品の説明

議員としての心構えを議論

最終処分場内に設置

　令和４年３月より議員定数を14人から12人に削減しました。私たちは町民の
皆様に信頼していただける議会にするため、議員個人の資質を更に向上させる
とともに、町政に関心をもっていただくためにも、情報発信に力を入れ、議会そ
して議員自らが変わっていく姿勢を示さなくてはならないと考えています。

　今期の議会では、災害に強い町をめざして、防災教
育の推進を大きなテーマとして掲げています。
　６月１７日に防災研修を行い、町危機管理課と防災
マニュアルを基に、災害発生時の初動体制等、議員と
して災害に対してどう向き合うかを議論しました。
　また、今後の防災教育推進の参考にするために、粕
屋南部消防本部防災センターを視察し、さまざまな災
害模擬体験を行ってきました。　

　5月２５日に防災備品を保管している防災備蓄倉庫
の視察を行いました。
　出水期や台風の時期にはあらかじめ、町立武道
館やうみハピネスなどの第一次避難所に防災備品
を配備しておくとともに、避難所が学校にも拡大
された際には、すぐに運搬できるよう整理されて
います。
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新型コロナウイルス対応交付金　
地域経済や住民の生活を支援

12月•1月
臨時会
６月
定例会

※万円未満は四捨五入

一般会計補正予算
５億4478万円増額し
総額 128億173万円

商品券イメージ

　令和4年度の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、新たに原油価格・
物価高騰対応分1億4774万円が追加配分され、議会においてもその使い道を議論しま
した。今後も行政そして議会が力を合わせて知恵を出し合いながら検討していきます。

　令和3年度住民税非課税世帯および令和3年
1月以降に家計が急変し基準所得以下になった
世帯に対して、生活・暮らしの支援を行うため10
万円支給する。

　マイナンバーカードを申請し交付を受けた方へ
宇美町内限定の商品券を1人5000円支給する。

　食費等の物価高騰等に直面する小学生の保
護者に対して支援する。
　２学期分（令和４年８月～12月計５カ月分）の給
食費（１人１食当たり280円分）の負担を軽減。

　食費等の物価高騰等に直面する小・中学生の
保護者に対して支援する。
　２学期分（令和４年８月～12月計５カ月分）の給
食実施に相当する額をお米券として支給。
※お米券配布対象者1220人
　・ 町立中学校在籍
　・ 当町に住所を有し、国・県・私立の小・中学校
　　等に在籍している児童生徒

　
６
月
定
例
会
は
、３
日
か
ら
10
日

ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
町
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か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

予
算
案
２
件
で
、す
べ
て
を
原
案

の
と
お
り
可
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し
ま
し
た
。

　
ま
た
、専
決
処
分
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
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目
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議　案　名

議案第 30号　令和４年度　宇美町上水道事業会計
　　　　　　補正予算（第２号）　　　　　　　　　

収益的収入 468万円減額し、計 8億 253万 3千円
収益的支出 162万 8千円減額し、計 7億 7400万 5千円

議案第 31号　令和４年度　宇美町一般会計
　　　　　　補正予算（第３号）　　　　

 5億 4477万 5千円を追加し、予算総額 128億 173万１千円

令和４年６月定例会　表決一覧全会一致で承認・可決した議案
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ー
ド
を
普
及
さ
せ
る
理
由
は
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
、行
政
の
効
率
化
、国

民
の
利
便
性
の
向
上
、公
平
・
公
正

な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
社
会

基
盤
と
な
る
も
の
。地
域
経
済
の

活
性
化
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
を
同
時
に
実
現
す
る
た
め
。

（
詳
細
は
５
頁
）

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業３

９
５
１
万
円
増
額

　
国
が
示
す
４
回
目
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
係
る
実
施
体
制
確
保
の
経
費
。

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給
付
金
支
援
事
業

４
９
７
９
万
円
増
額

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
世
帯
等
の
児
童
や
住
民
税
非
課

税
の
子
育
て
世
帯
の
児
童
に
つ
い

て
、児
童
一
人
当
た
り
一
律
５
万

円
を
支
給
。

・
中
央
公
民
館
・
住
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
請
負
費

　

５
９
７
０
万
円
増
額

　
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る
中

央
公
民
館
お
よ
び
住
民
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、ト
イ
レ
を
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
た
め
改

修
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

令
和
４
年
度
上
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

　
上
水
道
基
本
料
金（
家
事
用
お

よ
び
営
業
用
）を
８
月
〜
10
月
ま

で
の
３
カ
月
分
減
免
に
伴
い
営
業

収
益
を
５
６
３
１
万
円
減
額
補
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
４
月
、町
道
日
の
丸

〜
山
の
内
線
で
発
生
し
た
自
動
車

物
損
事
故
に
よ
る
和
解
お
よ
び
損

害
賠
償
額
28
万
２
７
３
３
円
を
５

月
に
専
決
処
分
し
た
こ
と
を
報
告
。

補
正
予
算

問答

専
決
処
分
の
報
告

議　案　名

議案第 30号　令和４年度　宇美町上水道事業会計
　　　　　　補正予算（第２号）　　　　　　　　　

収益的収入 468万円減額し、計 8億 253万 3千円
収益的支出 162万 8千円減額し、計 7億 7400万 5千円

議案第 31号　令和４年度　宇美町一般会計
　　　　　　補正予算（第３号）　　　　

 5億 4477万 5千円を追加し、予算総額 128億 173万１千円

令和４年６月定例会　表決一覧全会一致で承認・可決した議案

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
一
般
質
問
　
町
政
を
問
う
７
人
が
登
壇

主
な
予
算
の
使
い
道
・
表
決
一
覧

うみ議会だよりNo.86
令和4年8月15日発行5



答

町のスポーツ球技大会および
子ども会育成会行事の現状は

自治会や校区コミュニティの
意見を聴きながら、教育委員会に
コーディネートさせたい

問

　町
の
活
性
化
や
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
に
は
、ス
ポ
ー
ツ

は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

町
の
三
大
行
事
の
な
か
で

町
民
球
技
大
会（
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）の
今
後
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

　社
会
教
育
課
長
　

　
町
民
球
技
大
会
は
、令

和
２
年
度
か
ら
本
年
度
ま

で
休
止
。

　
大
会
の
主
催
は
、宇
美

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
、自

治
会
お
よ
び
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
代
表
、町
を
含

め
、今
後
の
大
会
運
営
の

推
進
に
向
け
て
、一
旦
立

ち
止
ま
り
検
討
す
る
こ
と

を
合
意
し
て
い
る
。

問
　
多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
る
球
技
大
会
に
は
、す

ば
ら
し
さ
や
魅
力
が
あ
る
。

参
加
者
が
少
な
い
地
域
は
、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協

力
で
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
祭
り

と
同
じ
で
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。

　万
が
一
の
災
害
や
予
測

も
し
な
い
事
態
が
起
き
た

時
な
ど
、地
域
の
協
力
が

必
要
と
な
る
た
め
、日
頃

か
ら
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

答

　町
長

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
は
、地
域
の
絆
を

深
め
る
一
面
も
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、自
治
会
対
抗

で
の
参
加
が
困
難
と
の
意

見
が
多
数
あ
る
。

　
今
後
は
、ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
在
り
方
を
自
治
会
や

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら
、主
催

者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

教
育
委
員
会
の
４
者
で
意

見
交
換
し
て
結
論
を
出
し

た
い
。

問
　
子
ど
も
会
育
成
会
の

三
大
行
事（
相
撲
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
か
る
た
）

は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
。三
大
行
事
の
中
止
を

聞
い
た
が
、そ
の
経
緯
は
。

答

　社
会
教
育
課
長

　

　
中
止
に
至
る
経
緯
は
、

子
育
連
執
行
部
で
、役
員

の
担
い
手
不
足
に
よ
る
会

の
存
続
や
事
業
開
催
に
向

け
た
役
員
の
負
担
増
な
ど

の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
。

　
ま
た
、
48
自
治
会
中
24

の
自
治
会
し
か
会
に
加
盟

し
て
い
な
い
現
状
の
中
で
、

育
成
会
離
れ
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

あ
る
。　

　
本
年
度
は
、活
動
中
止

で
は
な
く
、一
旦
立
ち
止

ま
り
三
大
行
事
等
に
つ
い

て
の
存
続
を
検
討
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

問

　三
大
行
事
へ
の
参
加

者
が
少
な
い
、指
導
者
が

い
な
い
と
き
こ
そ
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
協
力
を
お

願
い
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　子
ど
も
の
成
長
期
に
ス

ポ
ー
ツ
は
大
事
な
役
目
を

果
た
す
。心
身
を
鍛
え
、育

て
て
い
く
た
め
に
は
育
成

会
行
事
は
欠
か
せ
な
い
と

思
う
。育
成
会
行
事
に
参

加
し
た
い
子
ど
も
に
対
し

町
に
良
い
ア
イ
デ
ア
は
な

い
の
か
。

答

　教
育
長

　

　
子
ど
も
会
育
成
会
の
行

事
は
、異
学
年
の
交
流
や

地
域
の
方
々
と
交
流
を
持

て
、子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。

　
子
育
連
の
現
状
を
踏
ま

え
て
、子
育
連
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
指
導
助

言
を
行
い
、一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

　明
る
く
元
気
で
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、再
度
、ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長
の
見
解
は
。

答

　町
長

　
今
後
は
、子
育
連
と
協

議
を
重
ね
、自
治
会
、校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、教
育
委

員
会
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

さ
せ
て
い
き
た
い
。

白水 英至 議員

白水 英至　議員 ―――― ７Ｐ
♦町のスポーツ球技大会および
　　　子ども会育成会行事の現状は

入江 政行　議員 ―――― ８Ｐ
♦加齢性難聴者への補聴器購入費助成を

安川 繁典　議員 ――― ９Ｐ
♦生活道路・通学路の交通安全対策は

丸山 康夫　議員 ――――10Ｐ
♦中学生に配膳式全員給食を
♦中学校部活動改革は待ったなし
♦町の情報発信の方針は

黒川 　悟　議員 ――――11Ｐ
♦町道早見～障子岳線の安全対策を
♦ヤングケアラー支援の強化へ

安川 禎幸　議員 ――――12Ｐ
♦子どもや親子が安心して遊べる場所の
　確保を

鳴海 圭矢   　議員 ――――13Ｐ
♦学校給食の無償化を

四王寺県民の森 鮎返りの滝
　四王寺県民の森には冷感スポットもあり、その
一つが「鮎返りの滝」です。
　百間石垣から小石垣へのルートの途中にあり、
33体石仏の20番札所もあります。
　マイナスイオンたっぷりの空間で、史跡散策や
石仏巡りで疲れた体を休ませてください。

一般質問  町政を問う７人が登壇！

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

６
月
定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告

特
　
集
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答

町のスポーツ球技大会および
子ども会育成会行事の現状は

自治会や校区コミュニティの
意見を聴きながら、教育委員会に
コーディネートさせたい

問

　町
の
活
性
化
や
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
く
に
は
、ス
ポ
ー
ツ

は
欠
か
せ
な
い
と
思
う
。

町
の
三
大
行
事
の
な
か
で

町
民
球
技
大
会（
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）の
今
後
に

つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

答

　社
会
教
育
課
長
　

　
町
民
球
技
大
会
は
、令

和
２
年
度
か
ら
本
年
度
ま

で
休
止
。

　
大
会
の
主
催
は
、宇
美

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
、自

治
会
お
よ
び
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
代
表
、町
を
含

め
、今
後
の
大
会
運
営
の

推
進
に
向
け
て
、一
旦
立

ち
止
ま
り
検
討
す
る
こ
と

を
合
意
し
て
い
る
。

問
　
多
く
の
参
加
が
得
ら

れ
る
球
技
大
会
に
は
、す

ば
ら
し
さ
や
魅
力
が
あ
る
。

参
加
者
が
少
な
い
地
域
は
、

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協

力
で
合
同
チ
ー
ム
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
祭
り

と
同
じ
で
地
域
に
と
っ
て

は
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。

　万
が
一
の
災
害
や
予
測

も
し
な
い
事
態
が
起
き
た

時
な
ど
、地
域
の
協
力
が

必
要
と
な
る
た
め
、日
頃

か
ら
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

答

　町
長

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
は
、地
域
の
絆
を

深
め
る
一
面
も
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
一
方
で
、自
治
会
対
抗

で
の
参
加
が
困
難
と
の
意

見
が
多
数
あ
る
。

　
今
後
は
、ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
在
り
方
を
自
治
会
や

校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知

恵
を
借
り
な
が
ら
、主
催

者
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、

教
育
委
員
会
の
４
者
で
意

見
交
換
し
て
結
論
を
出
し

た
い
。

問
　
子
ど
も
会
育
成
会
の

三
大
行
事（
相
撲
・
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
か
る
た
）

は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い

る
。三
大
行
事
の
中
止
を

聞
い
た
が
、そ
の
経
緯
は
。

答

　社
会
教
育
課
長

　

　
中
止
に
至
る
経
緯
は
、

子
育
連
執
行
部
で
、役
員

の
担
い
手
不
足
に
よ
る
会

の
存
続
や
事
業
開
催
に
向

け
た
役
員
の
負
担
増
な
ど

の
問
題
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
。

　
ま
た
、
48
自
治
会
中
24

の
自
治
会
し
か
会
に
加
盟

し
て
い
な
い
現
状
の
中
で
、

育
成
会
離
れ
が
顕
著
で
あ

る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で

あ
る
。　

　
本
年
度
は
、活
動
中
止

で
は
な
く
、一
旦
立
ち
止

ま
り
三
大
行
事
等
に
つ
い

て
の
存
続
を
検
討
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

問

　三
大
行
事
へ
の
参
加

者
が
少
な
い
、指
導
者
が

い
な
い
と
き
こ
そ
校
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
協
力
を
お

願
い
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　子
ど
も
の
成
長
期
に
ス

ポ
ー
ツ
は
大
事
な
役
目
を

果
た
す
。心
身
を
鍛
え
、育

て
て
い
く
た
め
に
は
育
成

会
行
事
は
欠
か
せ
な
い
と

思
う
。育
成
会
行
事
に
参

加
し
た
い
子
ど
も
に
対
し

町
に
良
い
ア
イ
デ
ア
は
な

い
の
か
。

答

　教
育
長

　

　
子
ど
も
会
育
成
会
の
行

事
は
、異
学
年
の
交
流
や

地
域
の
方
々
と
交
流
を
持

て
、子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。

　
子
育
連
の
現
状
を
踏
ま

え
て
、子
育
連
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
指
導
助

言
を
行
い
、一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問

　明
る
く
元
気
で
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、再
度
、ス
ポ
ー
ツ
大

会
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

町
長
の
見
解
は
。

答

　町
長

　
今
後
は
、子
育
連
と
協

議
を
重
ね
、自
治
会
、校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
意
見

を
聴
き
な
が
ら
、教
育
委

員
会
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

さ
せ
て
い
き
た
い
。

白水 英至 議員

白水 英至　議員 ―――― ７Ｐ
♦町のスポーツ球技大会および
　　　子ども会育成会行事の現状は

入江 政行　議員 ―――― ８Ｐ
♦加齢性難聴者への補聴器購入費助成を

安川 繁典　議員 ――― ９Ｐ
♦生活道路・通学路の交通安全対策は

丸山 康夫　議員 ――――10Ｐ
♦中学生に配膳式全員給食を
♦中学校部活動改革は待ったなし
♦町の情報発信の方針は

黒川 　悟　議員 ――――11Ｐ
♦町道早見～障子岳線の安全対策を
♦ヤングケアラー支援の強化へ

安川 禎幸　議員 ――――12Ｐ
♦子どもや親子が安心して遊べる場所の
　確保を

鳴海 圭矢   　議員 ――――13Ｐ
♦学校給食の無償化を

四王寺県民の森 鮎返りの滝
　四王寺県民の森には冷感スポットもあり、その
一つが「鮎返りの滝」です。
　百間石垣から小石垣へのルートの途中にあり、
33体石仏の20番札所もあります。
　マイナスイオンたっぷりの空間で、史跡散策や
石仏巡りで疲れた体を休ませてください。

一般質問  町政を問う７人が登壇！

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

６
月
定
例
会

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告
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問

　聴
力
低
下
へ
早
期
に

対
応
し
、認
知
症
や*

フ
レ

イ
ル
の
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
こ
と
と
生
活
の
質
の

維
持
、社
会
交
流
を
図
り

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、難
聴

に
よ
り
生
活
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
高
齢
者
に
補
聴

器
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
創
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　町
内
に
加
齢
性
難
聴
者

お
よ
び
聴
覚
障
が
い
者
は

何
人
存
在
す
る
の
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長
　
　

　
加
齢
性
難
聴
者
数
の
把

握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障

害
者
手
帳
取
得
者
は
１
１

５
人
、そ
の
う
ち
65
歳
以
上

で
の
取
得
者
は
58
人
で
、加

齢
性
難
聴
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

問

　加
齢
性
難
聴
の
原
因

と
し
て
動
脈
硬
化
に
よ
る

血
流
障
が
い
が
指
摘
さ
れ
、

さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
、睡
眠

不
足
、運
動
不
足
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　難
聴
に
な
る
と
家
族
や

友
人
と
の
会
話
が
少
な
く

な
り
、外
出
の
機
会
が
減

り
、家
族
の
中
で
も
、社
会

的
に
も
孤
立
し
、引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
か

ら
、鬱（
う
つ
）や
認
知
症

の
危
険
因
子
と
な
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　加
齢
性
難
聴
と
認
知
症

に
は
ど
の
よ
う
な
相
関
関

係
が
あ
る
の
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
国
の
認
知
症
施
策
の
推

進
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、

難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因

子
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、難
聴
が

あ
る
高
齢
者
は
難
聴
が
な

い
高
齢
者
に
比
べ
、認
知
機

能
の
低
下
を
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
１
・
６
倍
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、認
知

症
と
の
具
体
的
な
関
連
性

に
つ
い
て
は
、明
確
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。

問

　全
国
で
は
加
齢
性
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
取
組
が
広
が

り
、国
に
対
し
意
見
書
を

送
付
す
る
議
会
や
、独
自

補
助
を
実
施
す
る
自
治
体

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　助
成
制
度
を
創
設
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
が

認
識
し
て
い
る
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
軽
度
、中
等
度
の
難
聴
の

あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
補
聴
器
購
入
の
助
成
制

度
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
正
確
な
数
字
は
分
か
ら

な
い
が
、那
覇
市
と
田
川
市

が
独
自
で
実
施
。

問

　補
聴
器
の
普
及
は
、

認
知
症
の
予
防
、健
康
寿

命
の
延
伸
、医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ

て
い
て
、高
齢
者
の
加
齢

に
よ
る
難
聴
は
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、規
定
聴
力
に
該

当
せ
ず
、法
に
よ
る
補
助

の
対
象
外
に
な
る
。

　補
聴
器
が
高
く
て
購
入

で
き
な
い
と
い
う
高
齢
者

が
多
く
、町
独
自
で
助
成

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
公
平
性
の
視
点
か
ら
、補

聴
器
に
公
費
を
投
入
す
る

こ
と
に
は
科
学
的
根
拠
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
国
で
は
、認
知
症
と
難
聴

と
の
関
連
に
つ
い
て
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

　＊
フ
レ
イ
ル
と
は

身
体
的
機
能
や
認
知
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
る

状
態
の
こ
と
。

答

生活道路・通学路の
交通安全対策は
補助金を活用しながら
交通事故撲滅を目指す

加齢性難聴者への
補聴器購入費助成を
答 国の動向を注視していく

問

　生
活
道
路
に
お
け
る

歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
ゾ
ー
ン
30
」や
、

路
側
帯
に
緑
色
の
カ
ラ
ー

舗
装
を
行
い
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
車
道
と
路
側
帯
を

視
覚
的
に
、よ
り
明
確
に

区
分
で
き
る
よ
う
に
し
て

交
通
事
故
を
防
止
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」が
あ

る
が
、町
内
の
設
置
箇
所

数
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
は
、

町
内
で
設
置
さ
れ
て
い
る

箇
所
は
な
い
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ

い
て
は
、令
和
４
年
３
月

末
現
在
で
通
学
路
に
13
路

線
に
設
置
さ
れ
て
お
り
総

延
長
は
３
２
３
３
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　問

　設
置
の
た
め
の
手
段

方
法
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
の
指
針
で
は

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
お
り
、
区
域
で
の
30
キ

ロ
抑
制
に
加
え
て
、例
え

ば
ポ
ー
ル
を
設
置
し
道
幅

を
狭
く
す
る
と
い
う
よ
う

な
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
し
て
い
く
た
め
の

方
法
は
、自
治
会
等
か
ら

の
申
請
を
基
に
、道
路
管

理
者
と
警
察
が
連
携
し
、

地
域
の
課
題
や
県
警
部
局

か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
候
補

地
の
選
定
、整
備
計
画
の

立
案
、地
元
自
治
会
等
と

合
意
形
成
を
行
っ
た
上
で
、

整
備
計
画
の
策
定
を
図
り
、

計
画
に
基
づ
い
て
道
路
管

理
者
と
警
察
が
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
通

学
路
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
学
校
関
係
者
か
ら
の
申

請
と
な
る
。

　
町
で
は
毎
年
、宇
美
町

通
学
路
安
全
対
策
合
同
会

議
を
開
催
し
、そ
の
会
議

の
中
で
各
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
学
校
関
係
者

か
ら
出
さ
れ
た
通
学
路
改

善
要
望
箇
所
を
現
地
確
認

し
、協
議
検
討
を
行
い
、そ

の
結
果
を
基
に
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

問

　自
治
会
、学
校
関
係

か
ら
の
交
通
安
全
に
関
す

る
要
望
件
数
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
令
和
３
年
度
の
実
績
は
、

５
小
学
校
区
合
計
22
件
。

問

　道
路
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

は
。

答

　町
長

　

　
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と

は
理
想
で
あ
る
が
、現
実

的
に
非
常
に
難
し
く
、現

況
の
道
路
幅
員
で
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
通
学
路
は
、毎
日

小
中
学
生
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
安
全
確
保
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
方
々
が
横
断
歩
道

に
立
っ
て
誘
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
姿
も
よ
く
見

か
け
、感
謝
し
て
い
る
。

　
国
の
道
路
交
通
安
全
施

設
等
の
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
、交
通
事

故
撲
滅
を
目
指
し
て
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
強

く
進
め
て
い
き
た
い
。

安川 繁典 議員 入江 政行 議員

グリーンベルトの設置状況

建設残土による盛土が
引き起こす災害対策は

６
月
定
例
会
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般
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活
動
報
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問

　聴
力
低
下
へ
早
期
に

対
応
し
、認
知
症
や*

フ
レ

イ
ル
の
進
行
を
緩
や
か
に

す
る
こ
と
と
生
活
の
質
の

維
持
、社
会
交
流
を
図
り

な
が
ら
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、難
聴

に
よ
り
生
活
に
支
障
が
生

じ
て
い
る
高
齢
者
に
補
聴

器
購
入
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
制
度
を
創
設
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　町
内
に
加
齢
性
難
聴
者

お
よ
び
聴
覚
障
が
い
者
は

何
人
存
在
す
る
の
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長
　
　

　
加
齢
性
難
聴
者
数
の
把

握
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
聴
覚
障
が
い
の
身
体
障

害
者
手
帳
取
得
者
は
１
１

５
人
、そ
の
う
ち
65
歳
以
上

で
の
取
得
者
は
58
人
で
、加

齢
性
難
聴
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

問

　加
齢
性
難
聴
の
原
因

と
し
て
動
脈
硬
化
に
よ
る

血
流
障
が
い
が
指
摘
さ
れ
、

さ
ら
に
ス
ト
レ
ス
、睡
眠

不
足
、運
動
不
足
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　難
聴
に
な
る
と
家
族
や

友
人
と
の
会
話
が
少
な
く

な
り
、外
出
の
機
会
が
減

り
、家
族
の
中
で
も
、社
会

的
に
も
孤
立
し
、引
き
こ

も
り
が
ち
に
な
る
こ
と
か

ら
、鬱（
う
つ
）や
認
知
症

の
危
険
因
子
と
な
る
こ
と

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　加
齢
性
難
聴
と
認
知
症

に
は
ど
の
よ
う
な
相
関
関

係
が
あ
る
の
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
国
の
認
知
症
施
策
の
推

進
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、

難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因

子
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
と
、難
聴
が

あ
る
高
齢
者
は
難
聴
が
な

い
高
齢
者
に
比
べ
、認
知
機

能
の
低
下
を
合
併
し
て
い

る
こ
と
が
１
・
６
倍
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、認
知

症
と
の
具
体
的
な
関
連
性

に
つ
い
て
は
、明
確
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
は
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。

問

　全
国
で
は
加
齢
性
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対

す
る
公
的
助
成
制
度
の
創

設
を
求
め
る
取
組
が
広
が

り
、国
に
対
し
意
見
書
を

送
付
す
る
議
会
や
、独
自

補
助
を
実
施
す
る
自
治
体

も
生
ま
れ
て
い
る
。

　助
成
制
度
を
創
設
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
が

認
識
し
て
い
る
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
軽
度
、中
等
度
の
難
聴
の

あ
る
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
補
聴
器
購
入
の
助
成
制

度
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

の
正
確
な
数
字
は
分
か
ら

な
い
が
、那
覇
市
と
田
川
市

が
独
自
で
実
施
。

問

　補
聴
器
の
普
及
は
、

認
知
症
の
予
防
、健
康
寿

命
の
延
伸
、医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
る
と
言
わ
れ

て
い
て
、高
齢
者
の
加
齢

に
よ
る
難
聴
は
ほ
と
ん
ど

の
場
合
、規
定
聴
力
に
該

当
せ
ず
、法
に
よ
る
補
助

の
対
象
外
に
な
る
。

　補
聴
器
が
高
く
て
購
入

で
き
な
い
と
い
う
高
齢
者

が
多
く
、町
独
自
で
助
成

制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答

　健
康
福
祉
課
長

　
公
平
性
の
視
点
か
ら
、補

聴
器
に
公
費
を
投
入
す
る

こ
と
に
は
科
学
的
根
拠
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
国
で
は
、認
知
症
と
難
聴

と
の
関
連
に
つ
い
て
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

　＊
フ
レ
イ
ル
と
は

身
体
的
機
能
や
認
知
機

能
の
低
下
が
見
ら
れ
る

状
態
の
こ
と
。

答

生活道路・通学路の
交通安全対策は
補助金を活用しながら
交通事故撲滅を目指す

加齢性難聴者への
補聴器購入費助成を
答 国の動向を注視していく

問

　生
活
道
路
に
お
け
る

歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
ゾ
ー
ン
30
」や
、

路
側
帯
に
緑
色
の
カ
ラ
ー

舗
装
を
行
い
、
ド
ラ
イ

バ
ー
が
車
道
と
路
側
帯
を

視
覚
的
に
、よ
り
明
確
に

区
分
で
き
る
よ
う
に
し
て

交
通
事
故
を
防
止
す
る

「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
」が
あ

る
が
、町
内
の
設
置
箇
所

数
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
は
、

町
内
で
設
置
さ
れ
て
い
る

箇
所
は
な
い
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
つ

い
て
は
、令
和
４
年
３
月

末
現
在
で
通
学
路
に
13
路

線
に
設
置
さ
れ
て
お
り
総

延
長
は
３
２
３
３
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　問

　設
置
の
た
め
の
手
段

方
法
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
ゾ
ー
ン
30
に
つ
い
て
、

国
土
交
通
省
の
指
針
で
は

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
お
り
、
区
域
で
の
30
キ

ロ
抑
制
に
加
え
て
、例
え

ば
ポ
ー
ル
を
設
置
し
道
幅

を
狭
く
す
る
と
い
う
よ
う

な
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
が
推
奨

さ
れ
て
い
る
。

　
実
施
し
て
い
く
た
め
の

方
法
は
、自
治
会
等
か
ら

の
申
請
を
基
に
、道
路
管

理
者
と
警
察
が
連
携
し
、

地
域
の
課
題
や
県
警
部
局

か
ら
の
意
見
等
を
踏
ま
え

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
候
補

地
の
選
定
、整
備
計
画
の

立
案
、地
元
自
治
会
等
と

合
意
形
成
を
行
っ
た
上
で
、

整
備
計
画
の
策
定
を
図
り
、

計
画
に
基
づ
い
て
道
路
管

理
者
と
警
察
が
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
通

学
路
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど

の
学
校
関
係
者
か
ら
の
申

請
と
な
る
。

　
町
で
は
毎
年
、宇
美
町

通
学
路
安
全
対
策
合
同
会

議
を
開
催
し
、そ
の
会
議

の
中
で
各
小
中
学
校
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
な
ど
の
学
校
関
係
者

か
ら
出
さ
れ
た
通
学
路
改

善
要
望
箇
所
を
現
地
確
認

し
、協
議
検
討
を
行
い
、そ

の
結
果
を
基
に
対
策
を
実

施
し
て
い
る
。

問

　自
治
会
、学
校
関
係

か
ら
の
交
通
安
全
に
関
す

る
要
望
件
数
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
令
和
３
年
度
の
実
績
は
、

５
小
学
校
区
合
計
22
件
。

問

　道
路
の
交
通
安
全
対

策
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

は
。

答

　町
長

　

　
歩
道
を
整
備
す
る
こ
と

は
理
想
で
あ
る
が
、現
実

的
に
非
常
に
難
し
く
、現

況
の
道
路
幅
員
で
歩
行
者

の
安
全
を
確
保
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
特
に
通
学
路
は
、毎
日

小
中
学
生
が
利
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
安
全
確
保
の

重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
方
々
が
横
断
歩
道

に
立
っ
て
誘
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
姿
も
よ
く
見

か
け
、感
謝
し
て
い
る
。

　
国
の
道
路
交
通
安
全
施

設
等
の
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
な
が
ら
、交
通
事

故
撲
滅
を
目
指
し
て
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
強

く
進
め
て
い
き
た
い
。
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問

　町
立
中
学
校
で
は
選

択
制
の
弁
当
給
食
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、申
し
込
む

生
徒
が
少
な
い
、ま
た
食
べ

残
し
が
多
い
と
い
っ
た
問

題
も
多
く
、成
長
期
の
中
学

生
に
と
っ
て
十
分
な
栄
養

が
確
保
で
き
て
い
る
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　ま
た
、給
食
を
と
お
し
て

行
う
べ
き「
食
育
」も
し
っ

か
り
行
え
て
い
る
の
か
疑

問
だ
。

　福
岡
県
内
の
中
学
校
に

お
け
る
完
全
給
食
の
実
施

状
況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
福
岡
県
の
完
全
給
食
の

実
施
現
状
は
94
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。宇
美
町
は
選

択
制
弁
当
給
食
だ
が
主
食
・

副
食
・
牛
乳
を
提
供
し
て
お

り
、完
全
給
食
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。

問

　弁
当
給
食
を
申
し
込

ん
で
い
る
生
徒
の
割
合
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
過
去
10
年
間
で
申
し
込

み
が
一
番
多
か
っ
た
令
和

３
年
度
で
62
・
８
％
、一
番

低
か
っ
た
時
が
平
成
27
年

度
で
56
・
87
％
と
な
っ
て
お

り
、
10
年
間
の
平
均
は
約

60
％
と
な
っ
て
い
る
。　

問

　小
中
学
校
の
給
食
の

食
べ
残
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
食
材
の
重
さ
で
割
り
出

す
と
、食
缶
方
式
を
採
用
し

て
い
る
小
学
校
は
、１
・

04
％
だ
が
、弁
当
給
食
の
中

学
校
で
は
16
・
86
％
と
な
っ

て
い
る
。

問

　給
食
に
関
す
る
意
見

な
ど
は
、ど
の
よ
う
に
集
約

し
て
い
る
の
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
子
ど
も
た
ち
に
は
年
に

一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
に
対
し
て
は
、希

望
者
の
み
給
食
試
食
会
を

行
っ
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、弁
当
給

食
に
関
す
る
も
の
で
、全
員

給
食
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
議
題
に
し
た
こ
と
は

な
い
。

問

　中
学
校
で
も
食
缶
方

式（
配
膳
式
）に
よ
る
全
員

給
食
の
実
施
に
向
け
て
検

討
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
が
、町
長
の
考
え
は
。

答

　町
長

　
配
膳
式
の
全
員
給
食
実

現
の
是
非
に
つ
い
て
は
、ま

ず
は
保
護
者
の
意
見
を
十

分
に
聞
く
必
要
が
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に

わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、よ
り
良
い
学

校
給
食
の
実
現
に
向
け
教

育
委
員
会
と
も
十
分
に
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　本
来
は
自
校
式
の
配

膳
式
給
食
が
望
ま
し
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

経
費
の
問
題
も
あ
り
、セ
ン

タ
ー
方
式
に
切
り
替
え
る

自
治
体
も
多
い
。

　今
後
は
企
業
誘
致
を
行

い
、民
営
に
よ
る
給
食
セ
ン

タ
ー
も
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　町
長

　
小
学
校
は
自
校
式
を
採

用
し
て
い
る
が
、施
設
の
老

朽
化
や
実
施
体
制
に
課
題

が
あ
り
、給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
導
入
も
検
討
を
始
め
る

時
期
に
来
て
い
る
。

　
仮
に
セ
ン
タ
ー
方
式
を

採
用
す
る
場
合
も
莫
大
な

財
政
負
担
を
伴
う
た
め
、企

業
誘
致
に
よ
る
民
間
委
託

も
有
効
的
な
政
策
だ
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
改
革
は

待
っ
た
な
し

「（
仮
称
）部
活
動
検
討
会
議

の
設
置
を
」

町
の
情
報
発
信
の
方
針
は

「
戦
略
的
、積
極
的
な
広
報
・

宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
宇

美
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
」

答

町道早見～障子岳線の
安全対策を
再度、県警に相談していく

中学生に
配膳式全員給食を
答 まずは保護者の意見を
十分に聞く必要がある

問

　障
子
岳
・
宇
美
東
自
治

会
地
域
も
住
宅
開
発
が
進

み
、世
帯
増
が
見
込
ま
れ
る

中
、危
険
な
道
路
、交
差
点

の
認
識
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
小
中
学
校
の
通
学
路

マ
ッ
プ
に
お
い
て
、①
県

道
筑
紫
野
古
賀
線
手
前
の

サ
ヤ
橋
付
近
の
交
差
点
、

②
県
道
飯
塚
大
野
城
線
と

早
見
〜
障
子
岳
線
と
の
交

差
点
、③
と
び
た
け
団
地

か
ら
下
り
て
く
る
変
則
五

差
路
の
交
差
点
が
危
険
な

箇
所
と
通
学
路
マ
ッ
プ
に

示
し
て
い
る
。

問

　地
域
か
ら
の
要
望
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
自
治
会
か
ら
③
と
び
た

け
団
地
か
ら
下
り
て
く
る

変
則
五
差
路
の
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
。

問

　近
年
、交
通
量
が
増
加

す
る
中
で
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
、と
び
た
け
団
地
入

口
の
変
則
五
差
路
の
危
険

な
交
差
点
に
信
号
機
の
設

置
は
必
須
だ
と
思
う
が
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
平
成
10
年
か
ら
地
元
か

ら
信
号
機
設
置
の
要
望
が

上
が
っ
て
い
る
。

　
粕
屋
警
察
署
お
よ
び
福

岡
県
警
と
も
協
議
を
重
ね

て
い
る
が
、設
置
基
準
を

満
た
さ
ず
設
置
で
き
て
い

な
い
。

　
し
か
し
、こ
の
交
差
点
は

危
険
だ
と
い
う
認
識
が
あ

り
、安
全
対
策
と
し
て
路

面
表
示
や
交
差
点
周
辺
に

減
速
マ
ー
ク
等
を
設
置
し

て
い
る
。

問

　平
成
29
年
度
に
一
般

質
問
を
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、当
時
と
現
在
で
は
道
路

状
況
や
交
通
量
も
変
化
し

て
い
る
。信
号
機
を
設
置
す

る
た
め
の
方
法
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
過
去
に
押
し
ボ
タ
ン
式

の
信
号
機
の
設
置
を
県
警

と
協
議
を
し
た
経
緯
が
あ

る
。ま
た
、点
滅
信
号
機
設

置
と
い
う
方
法
も
あ
る
が

状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
た

め
、粕
屋
署
を
通
じ
て
県

警
に
相
談
し
た
い
と
思
う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

強
化
へ

問

　町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
と
認
識
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
、支
援

が
必
要
な
世
帯
に
は
、関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
強
化
へ
、国
が
自
治
体
に

対
し
、積
極
的
な
財
政
支
援

を
行
う
と
聞
い
て
い
る
が
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
令
和
４
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

実
態
調
査
研
究
推
進
事
業

と
い
う
形
で
、都
道
府
県
、

市
町
村
に
財
政
支
援
を
行

う
と
示
さ
れ
た
が
、現
段

階
で
町
に
詳
細
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。

問

　町
の
今
後
の
支
援
策

と
取
組
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
は
じ
め
、学
校

教
育
課
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、令
和
５
年
１
月

に
設
置
す
る
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
活
用
し

な
が
ら
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。

　
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

大
人
に
も
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
存
在
を
知
る
こ
と

と
、児
童
生
徒
の
小
さ
な
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

大
人
が
担
う
家
事
や
家

族
の
世
話
な
ど
を
日
常

的
に
行
う
子
ど
も
の
こ

と
。
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問

　町
立
中
学
校
で
は
選

択
制
の
弁
当
給
食
が
実
施

さ
れ
て
い
る
が
、申
し
込
む

生
徒
が
少
な
い
、ま
た
食
べ

残
し
が
多
い
と
い
っ
た
問

題
も
多
く
、成
長
期
の
中
学

生
に
と
っ
て
十
分
な
栄
養

が
確
保
で
き
て
い
る
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　ま
た
、給
食
を
と
お
し
て

行
う
べ
き「
食
育
」も
し
っ

か
り
行
え
て
い
る
の
か
疑

問
だ
。

　福
岡
県
内
の
中
学
校
に

お
け
る
完
全
給
食
の
実
施

状
況
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
福
岡
県
の
完
全
給
食
の

実
施
現
状
は
94
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。宇
美
町
は
選

択
制
弁
当
給
食
だ
が
主
食
・

副
食
・
牛
乳
を
提
供
し
て
お

り
、完
全
給
食
に
分
類
さ
れ

て
い
る
。

問

　弁
当
給
食
を
申
し
込

ん
で
い
る
生
徒
の
割
合
は
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
過
去
10
年
間
で
申
し
込

み
が
一
番
多
か
っ
た
令
和

３
年
度
で
62
・
８
％
、一
番

低
か
っ
た
時
が
平
成
27
年

度
で
56
・
87
％
と
な
っ
て
お

り
、
10
年
間
の
平
均
は
約

60
％
と
な
っ
て
い
る
。　

問

　小
中
学
校
の
給
食
の

食
べ
残
し
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
食
材
の
重
さ
で
割
り
出

す
と
、食
缶
方
式
を
採
用
し

て
い
る
小
学
校
は
、１
・

04
％
だ
が
、弁
当
給
食
の
中

学
校
で
は
16
・
86
％
と
な
っ

て
い
る
。

問

　給
食
に
関
す
る
意
見

な
ど
は
、ど
の
よ
う
に
集
約

し
て
い
る
の
か
。

答

　学
校
教
育
課
長

　
子
ど
も
た
ち
に
は
年
に

一
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
い
る
。

　
保
護
者
に
対
し
て
は
、希

望
者
の
み
給
食
試
食
会
を

行
っ
て
い
る
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、弁
当
給

食
に
関
す
る
も
の
で
、全
員

給
食
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
議
題
に
し
た
こ
と
は

な
い
。

問

　中
学
校
で
も
食
缶
方

式（
配
膳
式
）に
よ
る
全
員

給
食
の
実
施
に
向
け
て
検

討
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
が
、町
長
の
考
え
は
。

答

　町
長

　
配
膳
式
の
全
員
給
食
実

現
の
是
非
に
つ
い
て
は
、ま

ず
は
保
護
者
の
意
見
を
十

分
に
聞
く
必
要
が
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に

わ
た
っ
て
健
康
な
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、よ
り
良
い
学

校
給
食
の
実
現
に
向
け
教

育
委
員
会
と
も
十
分
に
協

議
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問

　本
来
は
自
校
式
の
配

膳
式
給
食
が
望
ま
し
い
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

経
費
の
問
題
も
あ
り
、セ
ン

タ
ー
方
式
に
切
り
替
え
る

自
治
体
も
多
い
。

　今
後
は
企
業
誘
致
を
行

い
、民
営
に
よ
る
給
食
セ
ン

タ
ー
も
検
討
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答

　町
長

　
小
学
校
は
自
校
式
を
採

用
し
て
い
る
が
、施
設
の
老

朽
化
や
実
施
体
制
に
課
題

が
あ
り
、給
食
セ
ン
タ
ー
方

式
導
入
も
検
討
を
始
め
る

時
期
に
来
て
い
る
。

　
仮
に
セ
ン
タ
ー
方
式
を

採
用
す
る
場
合
も
莫
大
な

財
政
負
担
を
伴
う
た
め
、企

業
誘
致
に
よ
る
民
間
委
託

も
有
効
的
な
政
策
だ
と
考

え
て
い
る
。

中
学
校
部
活
動
改
革
は

待
っ
た
な
し

「（
仮
称
）部
活
動
検
討
会
議

の
設
置
を
」

町
の
情
報
発
信
の
方
針
は

「
戦
略
的
、積
極
的
な
広
報
・

宣
伝
活
動
を
展
開
し
て
宇

美
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
」

答

町道早見～障子岳線の
安全対策を
再度、県警に相談していく

中学生に
配膳式全員給食を
答 まずは保護者の意見を
十分に聞く必要がある

問

　障
子
岳
・
宇
美
東
自
治

会
地
域
も
住
宅
開
発
が
進

み
、世
帯
増
が
見
込
ま
れ
る

中
、危
険
な
道
路
、交
差
点

の
認
識
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
小
中
学
校
の
通
学
路

マ
ッ
プ
に
お
い
て
、①
県

道
筑
紫
野
古
賀
線
手
前
の

サ
ヤ
橋
付
近
の
交
差
点
、

②
県
道
飯
塚
大
野
城
線
と

早
見
〜
障
子
岳
線
と
の
交

差
点
、③
と
び
た
け
団
地

か
ら
下
り
て
く
る
変
則
五

差
路
の
交
差
点
が
危
険
な

箇
所
と
通
学
路
マ
ッ
プ
に

示
し
て
い
る
。

問

　地
域
か
ら
の
要
望
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
自
治
会
か
ら
③
と
び
た

け
団
地
か
ら
下
り
て
く
る

変
則
五
差
路
の
要
望
が
上

が
っ
て
い
る
。

問

　近
年
、交
通
量
が
増
加

す
る
中
で
通
学
路
と
な
っ

て
い
る
、と
び
た
け
団
地
入

口
の
変
則
五
差
路
の
危
険

な
交
差
点
に
信
号
機
の
設

置
は
必
須
だ
と
思
う
が
。

答

　都
市
整
備
課
長

　
平
成
10
年
か
ら
地
元
か

ら
信
号
機
設
置
の
要
望
が

上
が
っ
て
い
る
。

　
粕
屋
警
察
署
お
よ
び
福

岡
県
警
と
も
協
議
を
重
ね

て
い
る
が
、設
置
基
準
を

満
た
さ
ず
設
置
で
き
て
い

な
い
。

　
し
か
し
、こ
の
交
差
点
は

危
険
だ
と
い
う
認
識
が
あ

り
、安
全
対
策
と
し
て
路

面
表
示
や
交
差
点
周
辺
に

減
速
マ
ー
ク
等
を
設
置
し

て
い
る
。

問

　平
成
29
年
度
に
一
般

質
問
を
し
た
経
緯
が
あ
る

が
、当
時
と
現
在
で
は
道
路

状
況
や
交
通
量
も
変
化
し

て
い
る
。信
号
機
を
設
置
す

る
た
め
の
方
法
は
。

答

　都
市
整
備
課
長

　

　
過
去
に
押
し
ボ
タ
ン
式

の
信
号
機
の
設
置
を
県
警

と
協
議
を
し
た
経
緯
が
あ

る
。ま
た
、点
滅
信
号
機
設

置
と
い
う
方
法
も
あ
る
が

状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
た

め
、粕
屋
署
を
通
じ
て
県

警
に
相
談
し
た
い
と
思
う
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の

強
化
へ

問

　町
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
実
態
と
認
識
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
、支
援

が
必
要
な
世
帯
に
は
、関

係
機
関
と
情
報
を
共
有
し

て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
げ
て
い
る
。

問

　ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
強
化
へ
、国
が
自
治
体
に

対
し
、積
極
的
な
財
政
支
援

を
行
う
と
聞
い
て
い
る
が
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
令
和
４
年
度
の
新
規
事

業
と
し
て
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

実
態
調
査
研
究
推
進
事
業

と
い
う
形
で
、都
道
府
県
、

市
町
村
に
財
政
支
援
を
行

う
と
示
さ
れ
た
が
、現
段

階
で
町
に
詳
細
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。

問

　町
の
今
後
の
支
援
策

と
取
組
は
。

答

　こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
を
は
じ
め
、学
校

教
育
課
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、令
和
５
年
１
月

に
設
置
す
る
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
を
活
用
し

な
が
ら
支
援
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。

　
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く

大
人
に
も
、ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
存
在
を
知
る
こ
と

と
、児
童
生
徒
の
小
さ
な
Ｓ

Ｏ
Ｓ
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。

※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

大
人
が
担
う
家
事
や
家

族
の
世
話
な
ど
を
日
常

的
に
行
う
子
ど
も
の
こ

と
。
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問
　
令
和
２
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
宇
美
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
（
う
み
っ
子
未
来
プ
ラ

ン
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば「
子
ど
も
や
親
子

が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
意
見
が
多
く
よ
せ
ら
れ

て
い
る
。う
み
っ
子
未
来
プ

ラ
ン
の
趣
旨
、ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、基
本
目
標
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
計
画
の
趣
旨
は
、質
の
高

い
幼
児
教
育
・
保
健
事
業
を

提
供
す
る
と
と
も
に
各
種

子
育
て
支
援
事
業
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は「
子
ど
も
や
親
が
安
心
し

て
遊
べ
る
場
所
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」と
の
要
望
が
最

も
多
か
っ
た
。

　
基
本
目
標
は
、①
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
、②
子
ど

も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
、③
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
見

守
り
支
え
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
で
あ
る
。

問
　
都
市
公
園
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
、ま
た
町
内
の

設
置
状
況
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　
　

　
都
市
公
園
と
は
、都
市

公
園
法
第
２
条
に
規
定
さ

れ
る
も
の
で
、地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
も
の
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
が
都

市
計
画
区
域
内
に
設
置
す

る
公
園
ま
た
は
緑
地
の
こ

と
で
あ
り
、町
内
に
は
52

カ
所
設
置
。

問
　
児
童
遊
園
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。ま
た
町
内
の

設
置
状
況
と
今
後
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
児
童
遊
園
と
は
、児
童
福

祉
法
第
40
条
に
規
定
さ
れ

る
児
童
厚
生
施
設
で
、児
童

に
安
全
か
つ
健
全
な
遊
び
を

提
供
す
る
屋
外
型
の
施
設

で
、広
場
・
遊
具
・
ト
イ
レ
等

が
設
置
さ
れ
、児
童
厚
生
員

が
指
導
に
当
た
る
。

　
町
内
で
は
以
前
８
カ
所

設
置
し
て
い
た
が
、要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め

廃
止
。今
後
の
設
置
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
す
る
。

問
　
住
民
ニ
ー
ズ
が
高
い

子
ど
も
や
親
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
施
設
を
つ
く
る
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考

え
る
。ま
ず
既
存
の
施
設

の
活
用
、例
え
ば
南
町
民

セ
ン
タ
ー
裏
側
の
芝
生
広

場
等
を
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
活
用
し
た
り
、

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
社
会
教
育
施
設
は
条
例

に
よ
り
使
用
料
の
徴
収
を

行
っ
て
い
る
が
、天
然
芝

を
有
す
る
施
設
は
緑
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
開
放
事
業
と
し

て
年
間
35
日
程
度
、町
内

の
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で

開
放
し
て
い
る
。　

　
今
回
お
尋
ね
の
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
も
不
可
能

な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

る
の
で
、現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
定
期
利
用
団
体
や

地
域
の
方
の
意
見
を
賜
り

な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

問
　
町
長
が
掲
げ
る
ビ

ジ
ョ
ン
の
う
ち「
子
ど
も

た
ち
を
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
、教
育

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」を
実

現
す
る
た
め
に
、子
ど
も

の
遊
べ
る
場
所
や
児
童
館

等
を
含
む
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
よ
う
な
施
設
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。ま
た

宇
美
町
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

答
　
町
長
　

　
宇
美
町
に
は
古
く
か
ら

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
文

化
が
あ
り
、子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
な
い
で
ど
う

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
。子
育
て
支
援
が
充
実

す
る
ほ
ど
町
も
元
気
に
な

り
、活
性
化
す
る
と
考
え

る
。

　
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。調
査
、研
究

し
て
何
ら
か
の
回
答
を
出

し
た
い
。

答

学校給食の無償化を

財政上厳しい状況にある

子どもや親子が安心して
遊べる場所の確保を
答 将来に向けて調査研究を行い
何らかの答えを出したい

問
　
国
際
情
勢
、コ
ロ
ナ

禍
等
の
影
響
で
、全
国
的

に
給
食
費
の
値
上
げ
に
踏

み
切
る
自
治
体
が
増
え
る

中
、当
町
で
の
値
上
げ
の

可
能
性
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
こ
こ
数
年
、食
材
費
の

高
騰
に
よ
る
影
響
で
、本

年
度
か
ら
１
食
あ
た
り
20

円
の
値
上
げ
を
し
た
。

問
　
本
議
会
の
補
正
予
算

で
給
食
費
の
減
免
事
業
が

提
案
さ
れ
た
。

　
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

恒
久
的
に
給
食
費
の
無
償

化
に
踏
み
切
っ
て
は
ど
う

か
。

　
義
務
教
育
は
憲
法
第
26

条
第
２
項
で
無
償
と
あ
る
。

な
ら
ば
給
食
費
も
無
償
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
憲
法
第
26
条
第
２
項
の

無
償
と
は
、昭
和
39
年
２

月
26
日
の
最
高
裁
で
の
判

例
に
よ
る
と
、授
業
料
不

徴
収
の
意
味
と
解
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、学
校
給
食
法

第
11
条
に
お
い
て
は
学
校

給
食
の
施
設
お
よ
び
設
備
、

並
び
に
運
営
に
関
す
る
経

費
の
一
部
は
学
校
設
置
者

の
負
担
と
さ
れ
、こ
の「
経

費
の
一
部
」に
食
材
費
が

含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
を

理
由
に
給
食
費
を
無
償
と

す
べ
き
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
。た
だ
し
、理
由
に
関

わ
ら
ず
無
償
と
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
考
え
で
は

な
い
。

問
　
学
校
給
食
費
を
無
償

と
し
た
場
合
の
予
算
は
い

く
ら
に
な
る
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
現
在
保
護
者
か
ら
徴
収

し
て
い
る
費
用
は
、食
材
費

と
し
て
給
食
費
１
回
当
た

り
２
８
０
円
と
な
る
。年
間

で
は
１
８
３
回
の
給
食
が

あ
り
、１
人
当
た
り
５
万
１

２
４
０
円
。

　
令
和
４
年
５
月
現
在
、

児
童
生
徒
数
が
３
３
１

４
人
。無
償
と
す
る
場
合
、

食
材
費
と
し
て
の
給
食

費
は
約
１
億
７
０
０
０

万
円
と
な
る
。

問
　
給
食
の
内
容
に
つ
い

て
児
童
生
徒
の
意
見
・
要

望
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
昨
年
か
ら
最
低
年
１
回
、

子
ど
も
た
ち
に
は
給
食
の

感
想
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
い
る
。

　
ま
た
保
護
者
に
つ
い
て

は
希
望
者
を
募
っ
て
給
食

試
食
会
を
各
学
校
で
行
い
、

意
見
を
聴
い
て
い
る
。

問
　
現
在
、中
学
校
で
は

選
択
制
の
弁
当
給
食
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、選
択
制

で
は
な
い
全
員
給
食
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
全
員
給
食
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
保
護
者
の
意
見

を
聴
い
た
こ
と
が
な
い
。

早
速
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

た
い
と
思
う
。

　
財
政
負
担
の
増
、ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
問
題
も
あ

り
、全
部
含
め
て
検
討
す

る
。

答
　
教
育
長

　
全
員
給
食
に
は
多
額
の

経
費
を
要
す
る
た
め
、財

政
上
厳
し
い
現
状
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
家
庭
弁
当
が
触
れ
合
い

や
愛
情
面
で
の
情
操
教
育

に
効
果
的
と
い
う
観
点
か

ら
本
町
で
は
学
校
給
食
と

家
庭
弁
当
の
選
択
制
に
し

て
い
る
。

　
今
後
、中
学
校
給
食
に

つ
い
て
は
全
員
給
食
の
選

択
も
含
め
て
、学
校
給
食

運
営
検
討
委
員
会
で
の
協

議
や
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

鳴海 圭矢 議員 安川　禎幸 議員

小学校の食缶式配膳給食

６
月
定
例
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問
　
令
和
２
年
３
月
に
策

定
さ
れ
た
宇
美
町
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
（
う
み
っ
子
未
来
プ
ラ

ン
）の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
れ
ば「
子
ど
も
や
親
子

が
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
い

う
意
見
が
多
く
よ
せ
ら
れ

て
い
る
。う
み
っ
子
未
来
プ

ラ
ン
の
趣
旨
、ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
、基
本
目
標
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
計
画
の
趣
旨
は
、質
の
高

い
幼
児
教
育
・
保
健
事
業
を

提
供
す
る
と
と
も
に
各
種

子
育
て
支
援
事
業
を
促
進

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は「
子
ど
も
や
親
が
安
心
し

て
遊
べ
る
場
所
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」と
の
要
望
が
最

も
多
か
っ
た
。

　
基
本
目
標
は
、①
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
、②
子
ど

も
の
す
こ
や
か
な
成
長
を

支
え
る
環
境
づ
く
り
、③
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
見

守
り
支
え
る
環
境
づ
く
り

の
３
つ
で
あ
る
。

問
　
都
市
公
園
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
、ま
た
町
内
の

設
置
状
況
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　
　

　
都
市
公
園
と
は
、都
市

公
園
法
第
２
条
に
規
定
さ

れ
る
も
の
で
、地
方
公
共

団
体
が
設
置
す
る
も
の
お

よ
び
地
方
公
共
団
体
が
都

市
計
画
区
域
内
に
設
置
す

る
公
園
ま
た
は
緑
地
の
こ

と
で
あ
り
、町
内
に
は
52

カ
所
設
置
。

問
　
児
童
遊
園
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
。ま
た
町
内
の

設
置
状
況
と
今
後
の
設
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
児
童
遊
園
と
は
、児
童
福

祉
法
第
40
条
に
規
定
さ
れ

る
児
童
厚
生
施
設
で
、児
童

に
安
全
か
つ
健
全
な
遊
び
を

提
供
す
る
屋
外
型
の
施
設

で
、広
場
・
遊
具
・
ト
イ
レ
等

が
設
置
さ
れ
、児
童
厚
生
員

が
指
導
に
当
た
る
。

　
町
内
で
は
以
前
８
カ
所

設
置
し
て
い
た
が
、要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
た
め

廃
止
。今
後
の
設
置
に
つ

い
て
は
調
査
研
究
す
る
。

問
　
住
民
ニ
ー
ズ
が
高
い

子
ど
も
や
親
が
安
心
し
て

遊
べ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
施
設
を
つ
く
る
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考

え
る
。ま
ず
既
存
の
施
設

の
活
用
、例
え
ば
南
町
民

セ
ン
タ
ー
裏
側
の
芝
生
広

場
等
を
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
活
用
し
た
り
、

子
ど
も
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
社
会
教
育
施
設
は
条
例

に
よ
り
使
用
料
の
徴
収
を

行
っ
て
い
る
が
、天
然
芝

を
有
す
る
施
設
は
緑
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
開
放
事
業
と
し

て
年
間
35
日
程
度
、町
内

の
子
ど
も
た
ち
に
無
料
で

開
放
し
て
い
る
。　

　
今
回
お
尋
ね
の
施
設
の

活
用
に
つ
い
て
も
不
可
能

な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え

る
の
で
、現
在
使
用
さ
れ

て
い
る
定
期
利
用
団
体
や

地
域
の
方
の
意
見
を
賜
り

な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

問
　
町
長
が
掲
げ
る
ビ

ジ
ョ
ン
の
う
ち「
子
ど
も

た
ち
を
安
心
し
て
産
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
、教
育

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」を
実

現
す
る
た
め
に
、子
ど
も

の
遊
べ
る
場
所
や
児
童
館

等
を
含
む
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
よ
う
な
施
設
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
。ま
た

宇
美
町
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

答
　
町
長
　

　
宇
美
町
に
は
古
く
か
ら

子
ど
も
を
大
切
に
す
る
文

化
が
あ
り
、子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
な
い
で
ど
う

す
る
と
い
う
気
持
ち
が
あ

る
。子
育
て
支
援
が
充
実

す
る
ほ
ど
町
も
元
気
に
な

り
、活
性
化
す
る
と
考
え

る
。

　
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。調
査
、研
究

し
て
何
ら
か
の
回
答
を
出

し
た
い
。

答

学校給食の無償化を

財政上厳しい状況にある

子どもや親子が安心して
遊べる場所の確保を
答 将来に向けて調査研究を行い
何らかの答えを出したい

問
　
国
際
情
勢
、コ
ロ
ナ

禍
等
の
影
響
で
、全
国
的

に
給
食
費
の
値
上
げ
に
踏

み
切
る
自
治
体
が
増
え
る

中
、当
町
で
の
値
上
げ
の

可
能
性
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
こ
こ
数
年
、食
材
費
の

高
騰
に
よ
る
影
響
で
、本

年
度
か
ら
１
食
あ
た
り
20

円
の
値
上
げ
を
し
た
。

問
　
本
議
会
の
補
正
予
算

で
給
食
費
の
減
免
事
業
が

提
案
さ
れ
た
。

　
期
間
が
限
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

恒
久
的
に
給
食
費
の
無
償

化
に
踏
み
切
っ
て
は
ど
う

か
。

　
義
務
教
育
は
憲
法
第
26

条
第
２
項
で
無
償
と
あ
る
。

な
ら
ば
給
食
費
も
無
償
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
憲
法
第
26
条
第
２
項
の

無
償
と
は
、昭
和
39
年
２

月
26
日
の
最
高
裁
で
の
判

例
に
よ
る
と
、授
業
料
不

徴
収
の
意
味
と
解
さ
れ
て

い
る
。ま
た
、学
校
給
食
法

第
11
条
に
お
い
て
は
学
校

給
食
の
施
設
お
よ
び
設
備
、

並
び
に
運
営
に
関
す
る
経

費
の
一
部
は
学
校
設
置
者

の
負
担
と
さ
れ
、こ
の「
経

費
の
一
部
」に
食
材
費
が

含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
を

理
由
に
給
食
費
を
無
償
と

す
べ
き
だ
と
は
考
え
て
い

な
い
。た
だ
し
、理
由
に
関

わ
ら
ず
無
償
と
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
考
え
で
は

な
い
。

問
　
学
校
給
食
費
を
無
償

と
し
た
場
合
の
予
算
は
い

く
ら
に
な
る
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
現
在
保
護
者
か
ら
徴
収

し
て
い
る
費
用
は
、食
材
費

と
し
て
給
食
費
１
回
当
た

り
２
８
０
円
と
な
る
。年
間

で
は
１
８
３
回
の
給
食
が

あ
り
、１
人
当
た
り
５
万
１

２
４
０
円
。

　
令
和
４
年
５
月
現
在
、

児
童
生
徒
数
が
３
３
１

４
人
。無
償
と
す
る
場
合
、

食
材
費
と
し
て
の
給
食

費
は
約
１
億
７
０
０
０

万
円
と
な
る
。

問
　
給
食
の
内
容
に
つ
い

て
児
童
生
徒
の
意
見
・
要

望
の
調
査
は
行
わ
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
昨
年
か
ら
最
低
年
１
回
、

子
ど
も
た
ち
に
は
給
食
の

感
想
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
い
る
。

　
ま
た
保
護
者
に
つ
い
て

は
希
望
者
を
募
っ
て
給
食

試
食
会
を
各
学
校
で
行
い
、

意
見
を
聴
い
て
い
る
。

問
　
現
在
、中
学
校
で
は

選
択
制
の
弁
当
給
食
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、選
択
制

で
は
な
い
全
員
給
食
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
全
員
給
食
に
す
る
こ
と

に
つ
い
て
保
護
者
の
意
見

を
聴
い
た
こ
と
が
な
い
。

早
速
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り

た
い
と
思
う
。

　
財
政
負
担
の
増
、ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
の
問
題
も
あ

り
、全
部
含
め
て
検
討
す

る
。

答
　
教
育
長

　
全
員
給
食
に
は
多
額
の

経
費
を
要
す
る
た
め
、財

政
上
厳
し
い
現
状
に
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　
家
庭
弁
当
が
触
れ
合
い

や
愛
情
面
で
の
情
操
教
育

に
効
果
的
と
い
う
観
点
か

ら
本
町
で
は
学
校
給
食
と

家
庭
弁
当
の
選
択
制
に
し

て
い
る
。

　
今
後
、中
学
校
給
食
に

つ
い
て
は
全
員
給
食
の
選

択
も
含
め
て
、学
校
給
食

運
営
検
討
委
員
会
で
の
協

議
や
保
護
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

鳴海 圭矢 議員 安川　禎幸 議員

小学校の食缶式配膳給食
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　日本遺産とは、我が国の文化財や伝統文化
を通じた地域の活性化を図るために、歴史的経
緯や地域の風土に根ざした伝承・風習など、有
形・無形の文化財をストーリーを基にパッケージ
化し、日本遺産として認定するもの。
　令和2年7月に日本遺産の追加認定につい
ての説明があった。その後、制度の見直しに
より宇美町が参加している“古代日本の『西
の都』”が再審査となったが、令和4年1月に
認定継続が認められた。

〇関連自治体での取組
⑴人材活用事業：「コーディネーターの任命」
⑵普及啓発事業：「将来のガイド候補育成のため
児童生徒を対象とした講座の実施」「児童向け
解説本の作成」
⑶基盤整備事業：「ホームページによる情報発信」
⑷調査研究・発信：「九州歴史資料館における
関連文化財の調査研究、特別展等の開催」

　近年、全国的に行政対象暴力や役所内でのトラブルが
増加しており、その被害が職員だけでなく来庁者にも及ん
でいる。
　宇美町役場においても行政対象暴力や庁舎内でのト
ラブル抑止と万が一被害にあった場合に備えて監視カメ
ラを設置し、職員および来庁者の安全確保を図る。

＊行政対象暴力とは
　地方公共団体やその他行政機関
又はその職員などを対象として、威
力・暴力等を背景に行政サービスの
提供や公的給付の支給などを威圧
的な言動・居座りといった手段で要
求する違法又は不当な要求を行う
行為全般のこと。

役場本庁舎の防犯対策

　大雨による表面浸食を防ぐ
ために、令和4年3月末から崩
壊土の掘削・運搬を開始し、
崩壊のり面部に仮設モルタル
吹付工事を施工し雨期対策を
行った。

　道路構造物の床掘作業にあたり
のり面の安定を図るため、仮設土
留工が必要となった。
　国の国庫補助災害復旧重要変更
が認められ、継続して施工を行っ
ている。

ひばりが丘災害復旧工事の進捗状況

子育て支援の充実

令和４年度 日本遺産 取組状況

〇町独自の取組
⑴宇美町歴史サポーター養成講座事業
　本年度から3カ年計画で文化財専門職員に
より宇美町歴史サポーターとなる人材を養
成する（講座は年7回程度実施）。

百間石垣

日本遺産 “古代日本『西の都』”
はこちら

▲「うみんぐ」はこちら

▲「うみにょん」はこちら

社会教育課報告

こどもみらい課報告

管財課報告

都市整備課報告

5月10日現在の状況▶

◀ 7月25日現在の状況

◆ 令和5年1月に子ども家庭総合支援拠点
を設置し、虐待防止と母子保健事業を融
合させた子育て支援を推進する。

◆ 子育てハンドブック「Uming（うみんぐ）」
の令和４年度改訂版は、電子書籍版が
利用できるようになった。

◆ 子育て応援サイト「うみにょん」を令和４
年3月に一部リニューアルした。子ど
もの生年月日を登録することで、予防
接種や乳幼児健診などのお知らせが
プッシュ通知される機能に加えて、保
護者からの問い合わせの多い内容を
Q&Aとして掲載し、サイトから問い
合わせできる機能を新たに追加した。

監視カメラのイメージ

６
月
定
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　日本遺産とは、我が国の文化財や伝統文化
を通じた地域の活性化を図るために、歴史的経
緯や地域の風土に根ざした伝承・風習など、有
形・無形の文化財をストーリーを基にパッケージ
化し、日本遺産として認定するもの。
　令和2年7月に日本遺産の追加認定につい
ての説明があった。その後、制度の見直しに
より宇美町が参加している“古代日本の『西
の都』”が再審査となったが、令和4年1月に
認定継続が認められた。

〇関連自治体での取組
⑴人材活用事業：「コーディネーターの任命」
⑵普及啓発事業：「将来のガイド候補育成のため
児童生徒を対象とした講座の実施」「児童向け
解説本の作成」
⑶基盤整備事業：「ホームページによる情報発信」
⑷調査研究・発信：「九州歴史資料館における
関連文化財の調査研究、特別展等の開催」

　近年、全国的に行政対象暴力や役所内でのトラブルが
増加しており、その被害が職員だけでなく来庁者にも及ん
でいる。
　宇美町役場においても行政対象暴力や庁舎内でのト
ラブル抑止と万が一被害にあった場合に備えて監視カメ
ラを設置し、職員および来庁者の安全確保を図る。

＊行政対象暴力とは
　地方公共団体やその他行政機関
又はその職員などを対象として、威
力・暴力等を背景に行政サービスの
提供や公的給付の支給などを威圧
的な言動・居座りといった手段で要
求する違法又は不当な要求を行う
行為全般のこと。

役場本庁舎の防犯対策

　大雨による表面浸食を防ぐ
ために、令和4年3月末から崩
壊土の掘削・運搬を開始し、
崩壊のり面部に仮設モルタル
吹付工事を施工し雨期対策を
行った。

　道路構造物の床掘作業にあたり
のり面の安定を図るため、仮設土
留工が必要となった。
　国の国庫補助災害復旧重要変更
が認められ、継続して施工を行っ
ている。

ひばりが丘災害復旧工事の進捗状況

子育て支援の充実

令和４年度 日本遺産 取組状況

〇町独自の取組
⑴宇美町歴史サポーター養成講座事業
　本年度から3カ年計画で文化財専門職員に
より宇美町歴史サポーターとなる人材を養
成する（講座は年7回程度実施）。

百間石垣

日本遺産 “古代日本『西の都』”
はこちら

▲「うみんぐ」はこちら

▲「うみにょん」はこちら

社会教育課報告

こどもみらい課報告

管財課報告

都市整備課報告

5月10日現在の状況▶

◀ 7月25日現在の状況

◆ 令和5年1月に子ども家庭総合支援拠点
を設置し、虐待防止と母子保健事業を融
合させた子育て支援を推進する。

◆ 子育てハンドブック「Uming（うみんぐ）」
の令和４年度改訂版は、電子書籍版が
利用できるようになった。

◆ 子育て応援サイト「うみにょん」を令和４
年3月に一部リニューアルした。子ど
もの生年月日を登録することで、予防
接種や乳幼児健診などのお知らせが
プッシュ通知される機能に加えて、保
護者からの問い合わせの多い内容を
Q&Aとして掲載し、サイトから問い
合わせできる機能を新たに追加した。

監視カメラのイメージ
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入　江　政　行
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安　川　禎　幸

小　林　孝　昭

　 　 　 　

2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

6月定例会は
28人が傍聴に
来られました
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新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

　宇美太鼓では、小
学生から参加できま
すが、4年生以下は
親子で参加していた
だいています。
　西園心稀君のお母
さんは「子育てはあっ
という間に過ぎてしま
います。親子で共通の
趣味を持ち共に楽し
い時間を過ごすことで
家庭での会話も増え
ています」と話していま
した。

◆対　象　小学生以上の方
◆日　時　毎週日曜日　10時00分～13時00分
◆場　所　井野小学校体育館
◆月会費　大人1500円　子ども1000円

　　　　まずは体験にお越しください！！
宇美太鼓  代表　鬼塚  龍也　　　

　藤川彰雄さんは宇美
太鼓の中心メンバーで、
平成16年から活動に
参加し、10月で70歳を
迎えます。
　「宇美太鼓は、幅広い
年齢層で構成され、お互
いに高めあいながらやっ
ていけるのが最高です」
と藤川さん。子どもたちの
指導にも熱が入ります。

　宇美太鼓には、宇
美商業高校の太鼓部
のOB・OGが続 と々入
会しています。
　お兄さんお姉さんが、
リーダーとなり後輩た
ちを引っ張っています。
　優しく教えてくれる
お兄さんお姉さんは、
子どもたちの憧れの存
在です。


